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１
月
１０
日
、
中
央
公
民
館
に
て
平
成
２８
年
美
浦
村
成
人
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
は
２
１
０

名
（
男
性
１
２
１
名
、
女
性
８９
名
）。式
典
に
は
１
４
３
名
の
方
が

出
席
さ
れ
、
同
窓
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
喜
び
、
お
互
い
の

成
長
し
た
姿
に
驚
き
、
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、
一
同
揃
っ
て
大
人

の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
島
村
長
が
「
皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
て
挑
戦
し
、
勇
気
を
も

っ
て
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
時
に
は
傷
つ

き
悩
み
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

と
き
、
こ
の
会
場
に
い
る
仲
間
を
、
美
浦
村
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。」
と
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
や
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
祝
福
と
激
励
を
受
け

た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
改
め
て
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

か
み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

開式の辞　上原大輝さん開式の辞　上原大輝さん

皆さん晴れやかな表情をしています皆さん晴れやかな表情をしています

閉式の辞　高野夏実さん閉式の辞　高野夏実さん久しぶりの再会に話が尽きないようでした久しぶりの再会に話が尽きないようでした

君が代伴奏　笹目実里さん君が代伴奏　笹目実里さん

司会  後藤勇大さん  鎌形美玖さん司会  後藤勇大さん  鎌形美玖さん
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※紙面の都合上、『新成人の主張』『成人者代表謝辞』は抜粋とさせていただきました。

成人者代表謝辞

若 泉 将 貴さん

　本日は、村長を始めたくさんの方々のおかげでこのような素晴らしい式を迎えることができ

ました。ここまで育ててくれた両親。ときには厳しく、ときには優しく指導してくれた先生方。

辛いときにはいつもそばで支えてくれたたくさんの友人達。私達はたくさんの方々のおかげで

今日という日を迎えることができました。本当にありがとうございます。

　今は、ここにいる皆がそれぞれ自分の行く道を進んでいる途中でしょう。私も、ここにいる

友人や先生方と共に過ごしてきた美浦中学校の教壇にいつか立ちたいという夢があります。夢

や目標にたどり着く途中で挫けそうになったとき、小学校や中学校で仲間と共に過ごしてきた

ことを思い出す人もいるのではないでしょうか。私自身も仲間や先生と県大会を目指して日々

練習に励んでいた部活のことを思い出すと、あの頃みたいに頑張ろうという気持ちになります。

　もし、挫けそうになったときは、周りには支えてくれるたくさんの仲間がいることを思い出してください。仲間と

たくさんの壁を乗り越えてきたことを誇りに思い、自分の夢に向かって精一杯頑張ってください。

　私は今日二十歳という大きな節目を迎えました。１５年間この美浦村で育ち、県内の高等学校

を卒業後、現在教育関係の職に就くために大学で勉学に励み、充実した日々を送っています。

　この２０年間を振り返ると、様々な人達に支えられ応援されながらここまで来たのだと今実感

しています。ときには優しく、ときには厳しく、熱く指導をしてくださった先生方。もしあの

とき厳しく指導されていなければ、今の僕はいなかったことでしょう。いつも傍にいて互いに

笑い、泣き、切磋琢磨してきた友達のみんな。喜び合うときもぶつかり合うときも一緒でした

ね。そのお蔭で、いま明るく前向きに生きることができています。そして、辛いことや苦しい

ことがあっても、家に帰れば心の拠りどころとなり一生懸命に支えてくれた家族。限りない愛

情を注ぎ応援し続けてくれる家族のお蔭でここまで成長し、今充実した生活ができています。

　二十歳、それは大人の０歳です。まだまだ未熟で、わからないことや不安なことはたくさんあります。そのような

中でも、暗中模索しながら自分の夢に向かって一歩一歩必死に歩んでいこうと思います。

　本日は、このような式典を催していただき誠にありがとうございます。この先の人生を考え

ると、成人になるということは一つの通過点になります。成人を迎えた瞬間に何かが変わるわ

けではありませんが、この日をもって成人としての自覚を一層高めていきたいと思います。

　私は現在、大学で教職員を目指して勉学に励んでいます。現状に至るまでにたくさんの出会

いや人との関わりなどを通して多くの思い出を重ねてきて、年を重ねていけばいく程に人との

関わり、関係も増えていくものだと感じます。今の私があるのも今まで関わってきた方々のお

かげだと、今までを振り返ると同時に感謝の気持ちも込み上げてきます。勉学や部活動の仲間、

教職員を共に目指していく仲間、多くの先生方など、お世話になった方はたくさんいます。そ

して何より、両親に深く感謝しています。時には意見のぶつかり合いをしながらも私を大切に

育ててくれたおかげで、今は当時あまり感じることのなかった感謝の思いが浮かびます。周りの方々や両親への感謝

の気持ちを忘れずにこれからを生きていきたい。いずれは私も周りにそう思ってもらえる存在になっていきたいです。

　本日は、成人を迎えた私たちのためにこのような盛大な式典を開催していただき、誠にあり

がとうございます。また、温かいご祝辞をいただきました村長を始めとしたご来賓の方々、ご

出席いただきました皆様に、心よりお礼申し上げます。

　私たちは本日より「大人として」社会の一員となります。新成人としての喜びを噛みしめる

一方で、未知の世界に対する不安、大人としての責任の重大さもまた感じています。私たちの

中にはすでに実社会で働いている者も、学業を継続している者もいます。私たち一人ひとりが

それぞれの置かれた立場で、周囲への感謝を忘れずに、自分は何ができるのか、何がしたいの

かを日々考え努力し続け、そうして立派な社会の一員となることが、今日まで支えてくださっ

た皆様方へのご恩返しとなることを信じ、精進してまいります。

　本日、私たちが晴れて成人の日を迎えることができましたのも、家族はもちろんお世話になった小中学校の先生方

や村の職員の方々、地域の皆さまのおかげです。心より感謝申し上げます。どうぞこれからも、まだまだ未熟な私た

ちにご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。簡単ではございますが、これをもちまして本日の

お礼の言葉にかえさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。

新成人の主張新成人の主張 新成人３名が式典で
意見発表を行いました。

山 西 詩 織さん

中 島 拓 海さん

若 宮 　 遥さん


